ライフステージ看護学
第11回　老年期への移行と加齢に伴う心身の変化
本時の到達目標
(1) 加齢に伴う身体的機能の変化（感覚器・運動器・内部機能）を説明できる。
(2) 老年期の心理的特徴と、喪失体験への適応について理解する。
(3) サクセスフル・エイジングの概念を説明できる。
(4) 高齢者の生活機能評価（ADL・IADL）の違いと評価の視点を理解する。
Ⅰ．講義
1．老年期とは
老年期は、一般に65歳以上とされ、以下のように区分される。
	区分
	年齢の目安

	前期高齢者
	65〜74歳

	後期高齢者
	75歳以上



・老化には、加齢に伴い誰にでも生じる生理的老化と、疾病等により生じる病的老化がある
・老化の進行には大きな個人差があり、また同じ人の中でも臓器によって機能低下の速度が異なる
2．感覚器の加齢変化
	感覚
	主な加齢変化

	視覚
	水晶体の弾力低下・毛様体筋の萎縮による老視、水晶体の混濁（白内障のリスク上昇）、明暗順応の低下、視野狭窄

	聴覚
	蝸牛の有毛細胞の減少により、低音域より高音域の聴力が低下しやすい（感音性難聴）

	嗅覚・味覚
	閾値が上昇し、においや味を感じにくくなる（鈍麻）

	皮膚感覚
	触覚・痛覚の閾値が上昇し、外傷や熱傷に気づきにくくなる



【国試対策ポイント】老視は水晶体の弾力低下・毛様体筋の萎縮によって生じる。聴覚は高音域から低下しやすい点、嗅覚は閾値の上昇（＝感度の低下）である点を、正しい組合せで覚えておくこと。
3．運動器・内部機能の加齢変化
	系統
	主な加齢変化

	運動器
	筋肉量の減少（サルコペニア）、骨密度の低下、関節可動域の減少、円背

	循環器
	心拍出量の低下、血管の弾力性低下（収縮期血圧が上昇しやすい）

	呼吸器
	肺活量の減少、残気量の増加

	消化器
	消化液分泌の減少、腸蠕動運動の低下（便秘傾向）

	腎・泌尿器
	糸球体濾過量の低下、膀胱容量の減少（頻尿）

	体液
	体水分量の体重に占める割合が50〜55％に低下し、脱水を来しやすい



看護の視点：体水分量の割合が低下し、口渇感も感じにくくなるため、高齢者は自覚のないまま脱水に陥りやすい。意識的な水分摂取の声かけや、皮膚の乾燥・尿量等からの観察が重要である。
4．老年期の心理的特徴
知能の変化
知能は、大きく流動性知能と結晶性知能に分けられる。
	知能の分類
	内容
	加齢による変化

	流動性知能
	計算力、記銘力（新しいことを覚える力）等
	低下しやすい

	結晶性知能
	経験や知識に基づく、洞察力、判断力、理解力等
	低下しにくく、維持されやすい



【国試対策ポイント】加齢によって衰えやすいのは記銘力等の流動性知能であり、洞察力・判断力等の結晶性知能は経験や知識の蓄積により維持されやすい。この対比を正確に理解しておくこと。
喪失体験とその適応
老年期は、様々な喪失が重なりやすい時期である。
・社会的役割の喪失：定年退職等による、それまでの社会的立場・役割の変化
・身近な人との死別：配偶者や友人との死別による、深い悲嘆や孤独感
・身体機能の低下：これまでできていたことが難しくなることへの喪失感
・経済的基盤の変化：収入の減少等による生活面の不安

これらの喪失体験にどう向き合い適応していくかは、エリクソンの発達課題「統合 対 絶望」、およびペックが示した老年期の発達課題（引退の危機、身体的健康の危機、死の危機への適応）とも深く関連する。看護師は、喪失を経験している高齢者の気持ちに寄り添いながら、その人らしい適応の過程を支える視点をもつことが重要である。
5．サクセスフル・エイジングの概念
サクセスフル・エイジング（successful aging）とは、単に長く生きることではなく、老いてもなお心身の機能や生きがいを保ちながら、その人らしく人生を全うしていくことを重視する考え方である。ロウとカーン（Rowe & Kahn）は、サクセスフル・エイジングの要素として、以下の3つを挙げた。
①疾病や障害が（できるだけ）ないこと
②高い認知的機能・身体的機能を維持していること
③人生に対する積極的な関与（社会参加等）を続けていること

この考え方は、老化を一方的な喪失の過程としてのみ捉えるのではなく、高齢者自身が主体的に人生を築き続ける存在として捉える視点を看護にもたらす。趣味や地域活動、世代を超えた交流等、高齢者が社会と関わり続けられる機会を支えることも、看護の重要な役割の一つである。
6．高齢者の生活機能評価（ADL・IADL）
高齢者の生活機能を評価する際は、基本的日常生活動作（ADL）と、それより高次で複雑な手段的日常生活動作（IADL）の両方の視点から捉えることが重要である。
	区分
	内容
	評価尺度の例

	ADL （基本的日常生活動作）
	食事、排泄、移動、整容、入浴、更衣など、生活の基本となる動作
	バーセルインデックス、FIM

	IADL （手段的日常生活動作）
	電話の使用、買い物、食事の準備、家事、洗濯、交通手段の利用、服薬管理、金銭管理など、より高次で複雑な動作
	Lawtonの尺度（8項目）、老研式活動能力指標



・ADLが自立していても、IADLに困難があるために在宅生活の継続が難しくなるケースは少なくない
・在宅生活の可能性を検討する場合、ADLの評価だけでは不十分であり、IADLの評価が重要な指標となる
【国試対策ポイント】食事・排泄・移動・整容・入浴等の基本動作はADLであり、電話の使用・買い物・服薬管理・金銭管理等のより複雑な動作はIADLに分類される。「服薬管理」「金銭管理」等をADLと誤答しないよう注意する。
まとめ・本時の重要ポイント
	復習チェックリスト
・感覚器（視覚・聴覚・嗅覚等）の加齢変化とその機序を説明できるか。
・運動器・循環器・呼吸器・消化器等の内部機能の加齢変化を説明できるか。
・流動性知能と結晶性知能の違いと、加齢による変化を説明できるか。
・老年期の喪失体験の内容と、エリクソン・ペックの発達課題との関連を説明できるか。
・サクセスフル・エイジングの3要素（ロウとカーン）を説明できるか。
・ADLとIADLの違いと、それぞれに含まれる具体的な動作を説明できるか。



Ⅱ．事例演習
事例：一人暮らしの後期高齢者の心身の変化
次の事例を読み、設問に答えなさい。
	事例の概要
Aさん（78歳、女性）：夫を2年前に病気で亡くし、現在は一人暮らしをしている。
「最近、人の名前がすぐに出てこなくなったり、物忘れが増えたと感じます。でも、若いころに読んだ本の内容はよく覚えているんですよ」と話す。近所の人との簡単な立ち話はあるが、「足腰が弱ってきて、以前より外出がおっくうになりました」とも話している。
一方で、「趣味の俳句サークルには、月2回欠かさず参加しています。仲間と作品を見せ合うのが楽しみです」と、表情は明るい。



設問1
Aさんの「物忘れが増えた」という発言と「昔読んだ本の内容はよく覚えている」という発言を、流動性知能・結晶性知能の観点から説明しなさい。
設問2
Aさんが経験している喪失体験を挙げ、老年期の心理的特徴の視点から考察しなさい。
設問3
Aさんの状況を、ロウとカーンが示したサクセスフル・エイジングの3要素と照らして考察しなさい。
設問4
Aさんの生活機能を評価するにあたり、ADLとIADLそれぞれについて、看護師としてどのような点に着目するか述べなさい。









Ⅲ．看護師国家試験過去問
本時の内容（加齢に伴う身体的・心理的変化、ADL・IADL）に関連する過去問題を示す。正答と解説を確認し、理解を定着させること。
問1（第104回 午前7問）
加齢によって衰えやすい機能はどれか。
1．記銘力
2．洞察力
3．判断力
4．統合力

問2（第103回 午後55問）
加齢による視覚の変化とその原因の組合せで正しいのはどれか。
1．老視 ― 毛様体筋の萎縮
2．色覚異常 ― 眼圧の亢進
3．視野狭窄 ― 散瞳反応時間の延長
4．明暗順応の低下 ― 水晶体の硬化

問3（第110回 午前46問）
高齢者の自立度を手段的日常生活動作〈IADL〉尺度を用いて評価した。この尺度にある項目はどれか。
1．コミュニケーション
2．自分の服薬管理
3．トイレ動作
4．階段昇降




事例演習　解答・解説
事例：一人暮らしの後期高齢者の心身の変化
次の事例を読み、設問に答えなさい。
	事例の概要
Aさん（78歳、女性）：夫を2年前に病気で亡くし、現在は一人暮らしをしている。
「最近、人の名前がすぐに出てこなくなったり、物忘れが増えたと感じます。でも、若いころに読んだ本の内容はよく覚えているんですよ」と話す。近所の人との簡単な立ち話はあるが、「足腰が弱ってきて、以前より外出がおっくうになりました」とも話している。
一方で、「趣味の俳句サークルには、月2回欠かさず参加しています。仲間と作品を見せ合うのが楽しみです」と、表情は明るい。



設問1
Aさんの「物忘れが増えた」という発言と「昔読んだ本の内容はよく覚えている」という発言を、流動性知能・結晶性知能の観点から説明しなさい。
設問2
Aさんが経験している喪失体験を挙げ、老年期の心理的特徴の視点から考察しなさい。
設問3
Aさんの状況を、ロウとカーンが示したサクセスフル・エイジングの3要素と照らして考察しなさい。
設問4
Aさんの生活機能を評価するにあたり、ADLとIADLそれぞれについて、看護師としてどのような点に着目するか述べなさい。
解答の視点（解説）
設問1：新しい情報を覚える力（記銘力）は流動性知能に分類され、加齢により低下しやすい。一方、若いころに得た知識や経験（昔読んだ本の内容）は結晶性知能に基づくものであり、加齢による影響を受けにくく維持されやすい。Aさんの2つの発言は、この対比をよく表している。
設問2：Aさんは、夫との死別という身近な人の喪失、そして足腰の弱まりという身体機能の低下という、複数の喪失を経験している。これらは老年期に重なりやすい喪失体験の典型例であり、エリクソンの発達課題「統合 対 絶望」に向き合う過程の一部として理解することができる。
設問3：Aさんは足腰の衰えを感じているものの、大きな疾病の記載はなく、俳句サークルへの参加を通じて認知的な刺激や社会参加を継続している。これは、サクセスフル・エイジングの3要素のうち「②高い認知的機能の維持」「③人生に対する積極的な関与（社会参加）」を、Aさんなりの形で実現していると考えられる部分である。
設問4：ADLについては、食事・排泄・移動・入浴等の基本的な動作が自立して行えているかを確認する。IADLについては、買い物や食事の準備、服薬管理、金銭管理など、独居生活を継続するうえでより重要となる高次の動作について確認する。外出がおっくうになっているという発言からは、IADL（買い物や通院等の外出を伴う動作）への影響が生じていないか、注意深く評価する視点が求められる。
看護師国家試験過去問　解答・解説
本時の内容（加齢に伴う身体的・心理的変化、ADL・IADL）に関連する過去問題を示す。正答と解説を確認し、理解を定着させること。
問1（第104回 午前7問）
加齢によって衰えやすい機能はどれか。
1．記銘力
2．洞察力
3．判断力
4．統合力
正答：1
解説：洞察力・判断力・統合力は、経験や知識により獲得され蓄積されていく結晶性知能に分類され、老年期にも低下しにくい。記銘力は、計算力などとともに流動性知能に分類され、加齢によって衰えやすいため、正答は1である。

問2（第103回 午後55問）
加齢による視覚の変化とその原因の組合せで正しいのはどれか。
1．老視 ― 毛様体筋の萎縮
2．色覚異常 ― 眼圧の亢進
3．視野狭窄 ― 散瞳反応時間の延長
4．明暗順応の低下 ― 水晶体の硬化
正答：1
解説：色覚異常は眼圧の亢進では起こらず、眼圧の亢進は緑内障の原因となる。視野狭窄は散瞳反応時間の延長が原因ではない。明暗順応の低下は水晶体の硬化そのものが直接の原因ではない。老視は、加齢による毛様体筋の萎縮や水晶体の弾力低下により調節力が低下して生じるため、正答は1である。

問3（第110回 午前46問）
高齢者の自立度を手段的日常生活動作〈IADL〉尺度を用いて評価した。この尺度にある項目はどれか。
1．コミュニケーション
2．自分の服薬管理
3．トイレ動作
4．階段昇降
正答：2
解説：電話等の道具を使用したコミュニケーションはIADLに含まれるが、単純なコミュニケーションそのものは該当しない。トイレ動作（排泄）や階段昇降（移動）は基本的日常生活動作〈ADL〉に分類される。服薬管理は、用法・用量を正しく理解し判断して管理する、より複雑な動作であるためIADLに分類され、正答は2である。


